
バッタ研究決意新たに
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′
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、
東
京
・

大
手
町
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央
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新
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で
行
わ
れ
た
ぺ
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賞
作
『
バ
ッ
タ
を
倒
し
に
ア
フ
リ
カ
へ
』

（
光
文
社
新
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の
著
者
で
昆
虫
学
者
の

前
野
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浩
太
郎
さ
ん
（
墾
＝
写
真
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は
、
「
今
後
は
良
い
論
文
を
ど
ん
ど
ん
書

き
、
バ
ッ
タ
の
専
門
家
と
し
て
世
界
で
認

め
ら
れ
る
存
在
に
な
り
た
い
」
と
語
っ
た
．
。

前
野
さ
ん
は
、
世
界
で
も
数
少
な
い
サ

パ
ク
ト
ビ
バ
ッ
タ
の
研
究
者
。
2
0
1
1

年
か
ら
3
年
間
に
わ
た
っ
て
モ
ー
リ
タ
ニ

ア
に
滞
在
し
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
で
研
究
を
続

け
た
。
名
誉
あ
る
「
ウ
ル
ド
」
と
い
う
ミ

ド
ル
ネ
ー
ム
を
贈
ら
れ
る
な
ど
、
現
地
で

の
信
望
も
厚
い
。
本
書
で
は
、
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
い
な
い
バ
ッ
タ
の
生
態
だ
け
で

な
く
、
途
中
、
無
収
入
の
境
遇
に
陥
り
な

が
ら
研
究
を
続
け
た
苦
労
が
赤
裸
々
に
つ

づ
ら
れ
、
自
然
相
手
に
奮
闘
す
る
研
究
者

の
実
像
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
は
国
際
農
林
水
産
業
研
究
セ
ン
タ

ー
軒
究
員
。
「
研
究
成
果
を
論
文
と
し
て

発
表
す
る
前
に
、
一
般
書
で
注
目
を
集
め

て
し
ま
い
、
う
れ
し
い
と
同
時
に
恥
ず
か

し
い
」
と
話
す
が
、
「
専
門
的
な
研
究
と

並
行
し
て
、
一
般
の
人
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
活
動
も
続
け
て
い
き
た

い
」
と
も
。

バ
ッ
タ
は
大
発
生
す
る
と
農
作
物
を
食

い
荒
ら
し
、
大
き
な
被
告
を
も
た
ら
す
。

予
防
の
た
め
に
も
研
究
は
重
要
だ
。
今
日

の
バ
ッ
タ
研
究
は
遺
伝
子
解
析
が
中
心
だ

が
、
「
大
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
に
は

砂
漠
で
の
観
察
が
欠
か
せ
な
い
」
。
フ
ァ

ー
ブ
ル
に
憧
れ
て
昆
虫
研
究
の
道
に
進
ん

だ
「
バ
ッ
タ
博
士
」
は
、
「
フ
ァ
ー
ブ
ル

の
よ
う
に
ペ
ン
と
ノ
ー
ト
を
武
器
に
、
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
決
意
を
新
た

に
し
て
い
た
。
（
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松
本
良
一
）


